
研究概要
　肩をとんとん叩いたり、横からつんつん小突
いたりして、人は情報伝達の意思表示や注意喚
起をそれとなく行うことがあります。これを、
ロボットの移動機構と物理的実体による接触に
よって実現し、遠隔地コミュニケーション支援
をします。具体的な応用例としては、携帯電話
やメールの着信を接触によって伝えます。

背景・従来技術
　誰でも電話やメールの着信に気づかなかった
という経験があります。携帯電話やスマホを身
に着けていなかったり、マナーモードにしてい
たりすると重要な着信を見過ごすことになりが
ちです。音で着信を知らせることが許容される
環境は実際にはそれほど多くなく、ウェアラブ
ル端末も四六時中身に着けているわけにはいき
ません。

特徴
　ロボットが着信を知覚し、ユーザをつんつん
することで、着信通知をします。音や光を用い
た通知と異なり、周囲に無駄に知られることな
く、ユーザに直接伝達できます。聴覚や視覚が
弱っている人にたいしても、接触による伝達は
有効です。携帯端末を身に着けたり近くに置い
ておく必要もありません。

実用化イメージ
　家庭やオフィス、病院、介護施設で使用され
る掃除ロボット等に、接触伝達機能とユーザの
識別機能を搭載することで実用化できると考え
ます。
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　家庭内、オフィス内、施設内において、人とロボットが共存する社会が近い将来来ると思われます。
音声やジェスチャだけでなく、接触という自然で直感的なコミュニケーションが出来るロボットを
創りたいと思います。
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